
 閉館後の図書館で、本に囲まれながら読書会をしませんか？ 

ＫＡＮＡＺＡＷＡ 本の森 読書会 

本や映画を見て、思わず「ああ、誰かと語りあい 

たいな」と思ったことはありませんか? 

同じ本を読んでも、実際の感想は人それぞれ。 

「おっ、こんな視点があったのか」と、 

目から鱗…が読書会のいいところです。 

知のワンダーランド・図書館を舞台に、 

皆で 1 冊の本を囲んで語りあいましょう。 

老若男女を問わず参加できます。用意はかんたん。 

課題本を事前に読んできてくださいね。 

【主催】 

ＫＡＮＡＺＡＷＡ本の森・実行委員会 
 

【お問合せ】 

金沢市立玉川図書館（玉川町 2 番 20 号） 

電話：221-1960  FAX：222-6938 

日時 2024 年 10 月 17 日（木） 

 

場所 玉川図書館 １階公開ホール 

定員 10 名（先着順） 

申込 ９月 17 日（火）10 時～ 

玉川図書館 窓口・電話 にて 

受付スタート 

19 時～20 時 15 分 

『存在の耐えられない軽さ』 
ミラン・クンデラ著 集英社文庫 

 

 

課題本 

『存在の耐えられない軽さ』 

 

著者のミラン・クンデラは昨年、パリで亡くなり

ました。９４歳でした。 

映画にもなり、見た人もいると思います。 

小説の方は映像化できない、男女や人生に対する

洞察がいっぱい詰まっています。 

１９６８年にプラハの春の後、ソ連が侵攻し、共

産主義となった頃の話です。 

著者の言う、「軽さ」とは？「重さ」とは？恋愛小

説？哲学書？手元に置いて、じっくり繰り返し読み

たくなる本です。 


